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1 この総目録は関西大学『経済論集』通巻第100号を記念し第 1巻第 1号（昭和25年
11月刊）から第17巻第2号（昭和42年6月刊）までに掲載された論文などを分類
収録したものである。（なお別冊• 特集号「商学研究」および創立70周年記念特
輯についても併せて分類収録した。）
2 総目録は次の 3通りの方法により整理された3部からなっている。
1 巻•号別目録
1 件名別目録
m 執筆者別索引
3 巻・号別目録の配列は刊行年月I員にした。また利便を考えて各巻・号の刊行年月
一覧表を冒頭のページに掲載した。
4 件名別目録は1から17までの17部門に分けている。部門内の論題の配列は先ず執
筆者名順 (50音順）に並べ，次いで巻・号の順になるようにした。ただし共著の
ばあいその論題は便宜上，主もしくは責任執筆者名のところに配列されてある。
なお同目録の右端の連番号は巻一号を示す。
5 執筆者別索引は先ず執筆者を50音順に並ぺ，次いでその業績を巻・号順に配列し
た。なお同索引のうち（ ）のなかの太字番号は件名番号を，（ ）のまえの細字
連番号は巻一号を示す。
6 巻・号別目録および執筆者別索引において附録（件名番号17)に該当するものは
除くことにした。
7 略号は次のようである。
論→論文 研→研究ノート 資→資料 資紹→資料紹介 展→学界展望
討→討論 書→書評 紹→新刊紹介もしくは紹介 特「商研」→別冊•特
集号「商学研究」 70記→別冊・創立70周年記念特輯
＊印は共同執筆を示す。
8 総目録を作成するにあたり，明らかに誤りもしくは脱落と思われる若干のものは
訂正した。また欧文著書（雑誌）名はすぺてイタリック体に改め，和文著書（雑
誌）名については『 』， 和文論文名は「 」を付することにした。 さらに連載
回数を示す数字については，これをアラビア数字に統一した。
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I 巻 ・ 号別目録
3 I 9 
第1巻第1号
古典学者の雇用理論(1)(論）………………………………………………三谷友吉
覚書「エコノメトリックスの基本的性格とその方法」（研）…………高木秀玄
経済学範疇論の問題（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…...... ….................. …….. 加 藤• 由治郎
戦後わが国鉱工業生産の現実（論）…………………………；…………••松原藤由
第1巻第2号
古典学者の雇用理論(2)(論）………・……………………………………••三谷友吉
ハイマン「社会政策本質論」に関する若干の考察(1)(論）……••……•河野 稔
一社会政策の保守的ー革命的二重性について一
労働の自己疎外とその止揚（論）…………...……………………・: ……•杉原四郎
ーマルクス「経済学・哲学草稿」と「資本論」一
商業荷為替信用状に関する国際統一規則に就いて（論）………………賀屋俊雄
CPA試験問題の作成及び採点に就いて（論）…………………………冨山忠—
第1巻第3・4合併号
イギリス資本主義成立史上の「生産者の資本家への推転」 (1)(論）…矢 口 孝次郎
株式発行市場と流通市場の関係（論）……………………………………今西庄次郎
本邦古代黍作考（論）・・・・・・・・・・響●●● ● ● ● ● ● ● ●••• …................................. ・錆 方 貞 亮
一栽培の由来一
ハイマン「社会政策本質論」に関する若干の考察(2)(論）……………河野 稔
一社会政策と政治カ一
Resources Effectと SubstitutionEffect(論）………………………澤村榮治
サー・ジョン・クラッパム著
『英蘭銀行史』に就しヽ て（紹）.. ………•……………………………••荒井政治
第2巻第1号
観光事業に関する若干の考察（論）…………………………………・…••河
イギリス資本主義成立史上の「生産者の資本家への推転」 (2)(論）•••矢
ひとつの労働理論（論）・．．．．．．．．．•••….. ・・..….... ……..... ・・・・・・•…•• •…·澤
-W• S• ジニポンズ研究一
わが国中小工業の基本的問題（論）……………• ••……………………… 松
R•A ・フィッシャー素描（研）・・・・·…•• …...... ….......................... 高
R0L・コーイン著『農業経済学』（紹）………………..……………•東
第2巻第2号
村宜介
口孝次郎
村榮治
原藤由
木•秀玄
井正美
U ・ヒックスの地方税論（論）…•………·…………………•• …………••藤谷謙二
市民社会の本質とアダム・スミスの経済思想（論）……………………加藤 由治郎
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320 
イギリス資本主義成立史上の「生産者の資本家への推転」 (3)(論）…矢 口 孝次郎
月賦販売につI,ヽて（論）・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・鯰 江 城 夫
貨幣に関する二つの近業（書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...森 ） i 太 郎
第2巻第3号
我国銀行業態の分析(1)(論）・・・...................................................森 Jil 太 郎
ー特にオーバー・ローンの問題に関連して一
マルクス剰余価値論に関する一考察（論）…………·…•………………•杉原四郎
面業英語における FIGURATIVEEXPRESSIONについて（論）…冨山忠＿
産業革命期における英国農業労働者の状態（論）………………………荒井政治
第2巻第4号
ピグーとケインズの雇用理論（論）…•・・.……・ …•• …• ・・・・・.……•三 谷 友 吉
一屈用理論の学史的研究の一部一
商品取引所格付売買の根拠（論）・…....…..... …..... …・ …....... …….... 今西庄次郎
ー商品取引所格付売買の研究(1)一
インフレ過程に於ける財貨生産についての一考察（論）•……………••安 田 信
アメリカ合衆国のファーム・テニュア（論）………………..…………•東井正美
第3巻第1号
社会政策対象論(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・河野 稔
一日本・リベラリストの経済 c~社会）的「背骨」 (1)(論）…………市原亮平
ー武藤山治の経営実践とその時代ー
貨幣・金融に関する最近の 2 文献（紹）…••……………………………•安 田 信
半農半漁村に於ける組合漁業の一分析（論）•…………•………………•柏尾 昌哉
プレック『管理の原則』（紹）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・植野郁太
ープVック著「経営管理論」第3版一
第3巻第2号
経済政策論序説(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松原藤由
我国銀行業態の分析(2)(論）・・....................................................森 ） 1 太 郎
ー特にオーパー・ローソの問題に関連して一
一日本・リベラリストの経済（＝社会）的「背骨」 (2)(論）…..……•市原亮平
ー武藤山治の経営実践とその時代ー
アンリ・ルフェーヴルのマルクス主義論（書）…………………………杉原四郎
アメリカ合衆国における家族農場テニュア問題（資紹）……………•••東井正美
-Ackerman & Harris: Family Farm Policyの紹介一
第3巻第3号
経済変動に於ける貨幣の作用（論）…..……………•• …………………••安 田信一
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格付売買に於ける供用範囲並びに標準品（論）…………………………今
ー商品取引所格付売買の研究 (2)-
社会政策対象論(2)(論）・・....................................…..... 河野
ソヴェト・ロシアの地理的性格（論）……………………………………宇 田
グッドウイン「非線型加速度因子と景気循環の持続」（紹）•………••高 本
植野郁太教授の近業『企業会計理論』を読む（書）……………………久保田
別冊•特集号 「商学研究」
社債信託の本義と FloatingCharge (論）………………••…………•板
格付売買に於ける格差の決定（論）………………………………………今
ー商品取引所格付売買の研究(3)―
海上売買に於ける物品引渡数量とその関連問題（論）…………………賀
専門店会運動の発展とその反省（論）•••………………………………•••山
CPAの監査（論）・・・・・・・・・・・'.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冨
テューダー及びステュアート朝における金融業（論）••………………•荒
アメリカ農業経営学の実践的性格（資紹）••…………………………••••東
ージョ，，• A・ホプキンス著「農業経営学原理」の紹介ー ． 
株式分布状況より見たる経営者論の吟味（論）…………………………鯰
日本漁業における北洋の問題（論）••……………………………………•柏
ー特に再開北洋漁業をめぐって一
政府補助金の会計処理について（論）•…•………………………………·植
第3巻第4号
マルクスの雇用理論(1)(論）・・・・・..…• •• …... ……....... …............... …•三
ー雇用理論の学史的研究の一部一
社会統計に附き纏う誤謬について(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 高
一日本・リペラリストの社会的「背骨」 (3)(論）………………………市
ー武藤山治の「時事新報」時代と「帝人事件」一
戦後のわが国における J• s・ミル文献について (1)(資）………杉
第4巻第1号
格付売買と品質検査（論）・.........…………………….... …………....... 今
ー商品取引所格付売買の研究(4)一
アメリカのツーリスト市場の研究（論）………………………………•••河
中小工業の組合制度（論）•…・ …・・・・・ ….......... …..... …………....... 松
マルクススの雇用理論(2)(論）・・・・・...…..................... …………• ・・.三
一雇用理論の学史的研究の一部一
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社会統計に附き纏う誤謬について(2)(論）………………………………高
動態経済学に関する覚書（論う……………………………………………•高
ー近畿型（水田集約）農村の人口存在形態（論）………………………市
ー奈良県北葛城郡馬見村の実態調査一
戦後のわが国におけるJ• s・ミル文献について (2)(資）………杉
第4巻第3号
投資の短期的作用と経済構造(1)(論）…………………••…………•• • …•安
北洋漁業の生成と発展（論）・・・・・…... ………... ・・・..…................... 柏
J• M・ケインズ著『自由放任の終焉』に就いて（論）………………有
第4巻第4号
投資の短期的作用と経済構造(2)(論）……………………...….. ………•安
格付売買機関論（論）・....…•• • ……... …•• • ….. …• …......... …•• …........ 今
ー商品取引所格付売買の研究(5)一
産業革命期におけるカルテルの一形態（論）……………………………荒
-Cornish Metal Company (1785-1792)を中心として一
減価償却制度の確立（論）・・・・・・・・...…, ........ ….... ……….......... 清
-Ceorge 0, Mayの所説を中心として一
第4巻第5号
「CAF」売買に於ける「Specialisation」に就いて（論）…………賀
投資の短期的作用と経済構造(3)(論）……••……………………………•安
阿波（旧藍作）畑作地帯人口の存在形態(1)(論）………………………市
ー農業における資本主義の発達一
経済発展と雇傭（論）. …........... ……•• • …...... …................ 高
第4巻第6号
アメリカ合衆国における家族農場のテニュア問題（論）………………東
大平洋戦争時における「崩壊期日本漁業の実態」（論）………………柏
阿波 Cl日藍作）畑作地帯人口の存在形態(2)(論）………………………市
ー殿業における資本主義の発達一
会計公準論の一考察（論）・・・・・・・・...…•• ・・・・・・・・・・・・・・・•…........... 酒
ー初期ペイトンの所説を中心として一
第4巻第7・8合併号（経済学史特集）
デビッド・ヒュームの経済論（論）・・・・・・・・・・...….......... …….... 正
ヒックスの労働需要論（論）・・・・・・・・・・・・・...……......................... ….... 三
一雇用理論の学史的研究の一部一
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マルクス経済学形成への一礎石（論）……………………………………杉原四郎
ーエンゲルス「経済学批判大網J研究序論一
日本人口論小史(I)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•…...... ……...................... 市 原 亮 平
ーその特質と原型に関する周辺的考察ー
第5巻第1号（経済史研究）
初期独占における「収益特権」（論）…...……...... ……….... …••……矢 口孝次郎
30年戦争の経済史的意義（論）…..…•• • ……………...... ………………•宮下孝吉
18世紀におけるイギリス産業資本家の政治的拾頭（論）………………荒井政治
本邦古代稗作考（論）・..............................................................鰭方貞亮
近世泄漑水利に胴する一，二の史料（資紹）…………………………•••津川正幸
第5巻第2号
仏領時代に於ける印度支邦鉱産事情について（論）……………………賀屋俊雄
合衆国における南北戦争以降の「嬰業機械革命」の意義（論）………東井正美
カツオ専業漁業とマグロ専業漁業の生起（論）…………………………柏尾 昌哉
一日本におけるカツォ・マグロ漁業の発展Il一
戦後のわが国における経営労資関係論の潮流(1)(論）・・………………•高堂俊弥
第5巻第3号
国民経済の体制的変動と経済政策の質的転換（論）………·…………••松原藤 由
日本人口論小史(II)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....市 原 亮 平
一社会有機体説、社会ダーウィニズムの日本イデオロギー化Ill-
カツオ漁業とマグロ漁業の沖合化（論）…………………………………柏尾昌哉
一日本におけるカツォ・マグロ漁業の発展(2)-
近世における大和北山郷の村落構造と林業(1)(論）……………………津川 正幸
第5巻第4号
株式利廻と株価収益比率（論）.... …..................... ……….... …... 今西庄次郎
ー株式価格の当否を判断するものとして一
戦後日本造船業の変遷とその特質（論）…………………………………越後和典
ー計両造船政策をめぐって一
日本人口論小史(II)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•…• ・・・・・・・.市 原 亮 平
一社会有機体説、社会ダーウィニズムの日本イデオロギー化(2)一
戦後のわが国における経営労資関係論の潮流(2)(論）…………………高堂俊弥
第5巻第5号
S小売市場の実態分析（論）…………………………………••…•………山崎紀男
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日本人口論小史(II)(論）・・...........................市原亮平
一社会有機体説、ダーウィニズムの日本イデオロギー化(31一
輸出業者の立場より見たる尚業荷為替信用状取扱上の
問題点(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・来住哲―
近世における大和北山郷の村落構造と林業(2)(論）……………………津川 正幸
第5巻第6号
『経済学批判大綱』再論（論）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•杉原四郎
ーエンゲルス歿後60年によせて一
モッセ教授のケインズ評（紹）・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•森 ） I 太 郎
一社会主義的立場からの一批判ー
日本人口論小史(II)(論）・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•市原亮平
ー第三人口論＝「純正」社会主義とその社会ダーウィニズム的屈折(4)一
遠洋カツオ・マグロ漁業の成立（論）••………………………•…………柏尾昌哉
一日本におけるカツオ・マグロ漁業の発達13)一
別冊・創立70周年記念特輯
労働の生産性測定の基本問題（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...…・・・・・・・・ 高
人口論対象＝方法論序説（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..市
ロビンソ ンの労働需要論（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..三
一湿用理論の学史的研究の一部一
ヴェプレンと教育経済学（論）・・..........................................: ... 澤
ー教育経済学研究の一酌(1)一
J • s・ミルと社会主義（論）・・.................................................杉
一逍稿「社会主義論」研究序説一
本邦古代粟作考（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・錨
ー特にその由来一
木秀玄
原亮平
谷友吉
村榮治
原四郎
方貞亮
マニュファクチュア範疇につしヽて（論）…………••…………... ………•矢 口 孝次郎
19世紀イギリスにおける土地経営の一典型（論）………………………荒井政治
19世紀後半におけるアメリカ南部農村社会層の分化・分解（論）••…•東井正 美
大戦以後の英国銀行業（論）・・....................................................森 ） 1 太 郎
一貸出減少の傾向とそれをめぐる問願一
終戦10カ年の日本経済政策の動向（論）…………………………………松原藤由
日本造船業の成立と構造(1)(論）••……•• • ……... ………………………•越後和典
港湾と工業（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宇田米夫
ー大阪池の復興計画を中心として一
第5巻第1号
公社債価値論（論）・・................................................................今西庄次郎
限界原価計卵の出発点（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・末 政 芳 信
ーローレンス・ハンフレース共著 r限界原価計卵論J研究Il一
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輸出業者の立場より見たる商業荷為替信用状取扱上の
問題点(2)(論）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・来住哲―
終戦後の我が国生命保険事業について（論）……………………………川 元英 ― 
第5巻第8号
経済発展と産業構造（論）•…............. …................................. …•安田信
ーアメリカ戦後経済事情に罠連して一
ー経済学史に現れた重農主義の解釈（書）••……………………………•東井正美
-W• スタァク著 澤村榮治訳「経済学史一社会発展との関連における一J-
＊山村経済の構造（論）••……………………•農業経済学研究室（東井正美・津川正幸）
ー和歌山県東牟婁郡四村の場合一
第6巻第1号
英国哲学者の経済論（論）・・—..……………………………………………・正井敬次
日本社会政策と人口政策の一交渉（論）…………………………………市原亮平
ープロシャ型日本社会政策の諸論点をめぐって一
ケインズ『一般理論』の思想的朋芽（論）………………………………有田 稔
-「孫の世代の経済的可能性」を中心として一
ロバートソンの所得概念を続るケインズの誤謬について（研）………高本 昇
-r一般理論Jへの一註解一
第6巻第2号
日本産業政策の基本的課題（論）…・………………………………... …••松原藤由
’ 日本造船業の史的分析（論）……………………………………………・・越 後和典
一日本造船業の成立と構造{2)一
＊わが国におけるマックス・ウェーバーの文献目録（資）
………………………………経済学会資料室（天野敬太郎・杉原四郎• 宮中市子）
第6巻第3号
生産費指数についての若干の考察（論）………………………..………•高木秀玄
経済成長と経済厚生に関する一試論（論）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，詢本 昇
近世灌漑水利に関する研究(1)(論）••……••…………………………•…•津川正幸
ー河内国大和JI!左岸王水楯組の湯合一
第6巻第4号
わが国のスミス研究史に関する覚え書（研）……………………………杉原四郎
-「本邦アダム・スミス文献J読後感一
19世紀末合衆国借地諸関係発達の歴史的意義について（論）………•••東井正美
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社会主義における租税(1)(論）………••••………………………………••佐藤 博
-F. Holzman: Soviet Taxationを中心として一
恐慌の週期性に関する A ・ベナリの見解（資紹）·……………………••重 田 晃
第6巻第5号
＇ヒックスの物価指数理論(1)(論）・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．••高木秀玄
ー消費者余剰と物価指数一
日本社会学派と社会政策学派（論）. ……………•• ……………………••市原亮平
一続日本人口論史一
近世の木頭林業（論） 津川正幸
社会主義における租:土｀ ぃ：：：：:::::::::::::::::::::::: 佐藤 博
ーソ連邦「取引税」の本質をめぐって一
第6巻第6号
教育費用分析の展開過程(1)(論）…………....……………………••• ••…澤村榮治
ー教育経済学研究の一腑(2)一
19世紀末合衆国借地諸関係の発達（論）………………………………•••東井正美
ーその歴史的惹義に関する覚書一
イギリス初期地方銀行の成立について（紹）……………………………荒井政治
イギリス毛蟻物工業史に関する研究文献の概観（資紹）………………矢 口 孝次郎
第6巻第1号（ミル生誕 150年記念）
ミルの年譜とそれに関する一註釈（研）…………………………………杉原四郎
ーミルにおける社会主義の問題一
ジエ・エス・ミルの農業問題（論）………••…..………………………••東井正美·
＊ジョン•ステュアート• ミル文献目録（資）…経済学会資料室（天野敬太郎・杉原四郎）
. *Mill, On Liberty. (討）……………•………--R.M. Maclver•B. Russell•L. Bryson 
第6巻第8号
物価指数と需要分析の若干の問題（論）………………………..………•高木秀玄
一函数論的指数理論の最近の傾向一
造船諸資本とその特徴（論）………………………………………………越後和典
ロビンソンの経済学研究における変遷（論）……••……………………•三谷友吉
第1巻第1号
日本稲の起源について(1)(論）……•……………………………………・・鋳方貞亮
ー南方伝来説批判一
日本社会政策学派の人口論とその分化(1)(論）•••••……………………•市原亮平
一続日本人口論史一
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教育費用分析の展開過程(2)(論）……•…………………………………••澤村榮治
教ー育経済学研究の一酌(3)一
S. Pollard, Laissez-Faire and Shipbuildingについて（資紹）……越後和典
造ー船業に関する外国文献紹介(1)一
第7巻第2号
ロビンソンと貧困化の問題（論）………………………………・………••三谷友吉
日本社会政策学派の人口論とその分化(2)(論）…………………………市原亮平
一続日本人口論史一
第1巻第3号
貨幣資本における利子発生の根拠（論）•…•……………………………•正井敬次
マールクス・ツュムペー ター ・ケインズの立場を饒って一
Research Load (論） …................ …...... ……...... …・ ・・・・・・・・・・・・・・・・澤．村 榮 治
そーの教育経済学的分析へのひとつの接近一
19世紀中葉におけるアメリカ土地問題（論）……………………………東井正美
アメリカにおける反トラスト政策の基本的性格（論）…………………越後和典
第1巻第4号
指数の連続性についての若干の問題(1)(論）………………..…………•高木秀玄
ユーー ・ポー ・セン教授の所説を中心にして一
ロビンソンと利潤率低下の法則（論）……...…………• ……………・ …•三谷友吉
R・ロワの『計量経済学要講』について（書）…………………………浜田文雅
わが国のマルサス研究史（論）…••••……………………………………••市原亮平
第1巻第5号
Teaching Load (1)(論） ................. …・ ・・・・・・・・・・澤 村 榮 治
教ー育経済学研究の一酌(4)一
指数の連続性についての若干の問題(2)(論）……•…•…………………•高木秀玄
ユーー ・ポー ・セン教授の所説を中心にして一
課税と貯蓄（論）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•上田昭—
-N・カルドア「支出税」について一
第1巻第6号
パイパウダー（泥足）裁判所について（論）………………………………荒井政治
合衆国黒人解放運動における土地再分配と民族自決権（資紹）………東井正美
ハーリー ・ヘイウッド著 r黒人解放J1948年刊の紹介ー
マルサス文献目録（資）…………………………………経済学会資料室（天野敬太郎）
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第1巻第1号
紡績業におけるカルテル及びトラストの形式(1)(論）…………………越後和典
初期マルクスと青年ヘーゲル派（論）………………………・…••………重 田 晃
ー初期マ）ルクス研究に関する一展望一
消費者行動の計量分析への若干の考察（論）…………………••………•浜田 文雅
N.M. Robertson's 
"South Africa-economic a叫 politicalaspects" (資紹）………………鶴嶋雪嶺
M ・ドップの自由制社会主義論批判（紹）……………………………•••木村雄二郎
-A Review of the Discussion concerning Economic Calculation 
in a Socialist Economy, 1953を中心として一
第1巻第8号
紡績業におけるカルテル及びトラストの形成(2)(論）…………………越後和典
ドル不足期におげるトランスファー問題（論）………………………•••山本繁綽
ーポラックのメカニズムの一つの応用として一
J ・ロビンソンにたいする R•L、・ミークの批判の有効性に
つしヽ て（論）........................................................................ 鶴嶋雪嶺
ーマルクス経済学からケイ，，ズ経済学への接近に関する考察Il一
平凡社『人口大事典」（書）・・・・・・・・・・・・・...…........................... …..... 市 原 亮 平
第8巻第1号
日本政策主体論序説（論）・........................................................市原亮平
ー戦後人口政策の主体としての国家構造論一
＊マグナ・カルタの時代における王の財政と課税（論）…………………矢 口 孝次郎
荒井政治
フランス革命における保護主義(1)(論）…………………………………吉 田 静
近世隠岐水産業に関する覚書（論）••……………………………………•津川正幸
第8巻第2・3合併号
日本稲の起源につしヽて(2)(論）・・••….................. ◆ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・ ・鋳 方 貞 亮
ー南方伝来説批判一
生産性分析の理論的基礎をめぐって（論）…………………••…………•高本 昇
労働需要のメカニズム（論）・・・・・••…............ …............................. 浜 田 文雅
サー・ジェームズ・ステュアート（論）••……………………………•…戒田郁夫
ーその人と時代背景を中心として一
S. Pollard, British and World Shipbuilding 1890~1914 ; 
A Study in Comparative Costsについて（資紹）………………越後和典
ー造船業に國する外国文献紹介 'ー
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第8巻第4号
ロビンソンの動態理論（論）・・・・・・・・・・・・・......….... …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 三
ーとくに恒常的蓄積のモデルを中心として一
フランス革命における保護主義(2)(論）…•………·……………………•吉
アメリカ農民と第三党運動（資紹）•…•…………………………………•東
ーポピュリストの運動の性格規定一
エヌ・リュビモフ著『資本主義国家財政学』（資紹）………••………•佐
第8巻第5号
ヒックスの物価指数理論(2)(論）・…............................................ 高
フランス革命における保護主義(3)(論）…•…………………• ……•• …••吉
いわゆる「経営者革命論」について（論）………………………………木
-C•A•.R• クロスランドの所説を中心として一
労働需要の構造分析（論）・......…... …・ ・・・・・・・・・••…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 浜
ー仮説の設定と予備的計測一
国際貿易理論におけるリニアー・プログラミングの
適用に関する覚書（論）・......……• ・・・・..….. ・・・・・・・・.…• ・・・・・・山
??
??
第9巻第1号
ミルの利潤起源論分析序説（論）. …………..... ………………………••杉
近世における廻船に関する若干の資料（資紹）………………………•••津
後進国の経済成長にたいする分配論的考察について（論）•…………••鶴
福井孝治著『経済学の基礎にあるもの』（書）…………….....J •• ……•重
アンドレ・ビェートル著『マルクス体系の再検討』（書）……………吉
"An International Comparison of National Products and the 
Purchasing Power of Currencies" O.E.E.C. Paris, 1954.(書）…浜
第9巻第2号
イギリス会社企業の朋芽（論）・...…............... …................... ….... 荒
ー初期ステュアートのカンバニー・プームを中心として一
????
????
本
??????
井
??
秀
静
雄二郎
文
?
??
晃
?
文
?
??
?
雅
綽
第8巻第6号
金融の正常化と銀行機能（論）・…............................................... 森
移民母村の漁業構造と人口問題（論）……………………………………市
ー和歌山県東牟婁郡太地町の実態調査報告(11-
経済成長とインフレーション（論）••……………………………………•高
初期マルクスの一考察（論）・・・・・・・・・・・・・・・・...……...... ………• …• ・・・・・・・・・重
ー経済学批判への端緒としての「ジェームズ・ミル評註」を中心として一
リカアドオ文献目録（資）………………………………経済学会資料室（天野敬太郎）
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昇
?
雅
?
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330 
企業論におげる社会的責任の限界（論）…•・・・・・.…... …・ …・ ……•• ・鯰 江 城 夫
ソ連邦における所得税制度の発展（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...…••• …••佐 藤 博
経済成長理論における均衡成長の安定性について（論）……………•••山 本繁綽
経済史観的人口論の一方向（書）・・・・・・..…•• ・・・・・.…・ ・・・・・・・・・・•…·….. 市 原 亮 平
シードニイ・クゥー ンツ「人口理論と経済的解釈J-
エリック •H ・ジャコビー著 井上嘉丸・ 滝川勉共訳
『東南アジアの農業不安』（書）……•………• …•• ………………….. 鶴嶋雪嶺
第9巻第3号
現段階における経済政策の特質（論）…………………………………•••松原藤由
特ーに産業構造と経済政策一
ミルの利潤起源論分析（論） 杉原四郎
貧困学と三派の人口論（論）：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：．：．：：：：：：：：：：：：：：：：：市原亮平
一続日本人口論史一
江戸時代漁業に関する若干の史料（資紹）•………••………………· …••津 .Jll 正 幸
阿ー波国板野郡里浦を主として一
J• M ・ギルマン著『利潤率の低下』（書）••……………………...…•三谷友吉
第9巻第4号
「現代資本主義」論についての覚書（論）……………………………・・・越 後 和 典
資ー本主義の全般的危機論1)一
『ドイツ・イデオロギー』と疎外の理論（論）•…••• ……·……………•重 田 晃
「ードイツ・イデオロギー 」研究序説一
後進国の経済発展と農地改革（論）・・・・・・・・・・・….. ・・・・・・・・・・・・•…•• …・ ……•鶴 嶋 雪 嶺
アーウィック著『20世紀におけるリーダーシップ』（書）……………鯰江城夫
ジョンソン著『国際貿易と経済成長』（書）……………………………山本繁綽
第9巻第5号
近世中期の樽廻船輸送の動向(1)(論）••……………………...... ………•津川正幸
「現代資本主義」論についての覚書（論）………………………………越後和典
資ー本主義の全般的危機論12)一
投入規模の経済性と操業時間との選択（論）……………………………浜田 文雅
T•C ・クープマンス著
『経済科学の現状に関する三つの論文』（紹）…………………………神保一郎
ボウルディング著『経済政策原理』（紹）………………………………守谷基明
第9巻 第6号（中川庸太郎博士還暦記念特輯）
経済発展と資金供給（論）・・・・・・・・・・・........................…................... 森 ） i 太 郎
独逸経済学における国民経済の意味（論）………………………………赤羽豊治郎
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投資・貯蓄の均等と企業の自己金融率（論）………..…………………•安 田 信
J•S ・ミルの初期の人口思想（論）………..…………….... ….. ………•杉原四郎
A• H• ハンセン著『貨幣理論と財政政策』批判を
通じての有効需要養成に関する一試論（論）…………………………•有田 稔
ー第3有効需要論のうち―
技術の進歩と比較生産費説（論）……………………………………•…••山本繁綽
第10巻第1号
ロビンソン資本蓄積論の研究(1)(論）……………………………………三谷友吉
J•S ・ミルの企業者論（論）••…•• ・・・...…... …• ・・・••…..... …• …….... 杉 原 四 郎
S• I・ガス著『リニア・プログラミング一方法と応用』 (1)(紹）……神保一郎
三木与吉郎編『阿波藍譜（栽培製造篇）』（紹）………………………津川正幸
スミス文献目録(1)(資）………………………………・・・経済学会資料室（天野敬太郎）
第10巻第2号
移民母村の漁業構造と人口問題（論）……………………………………市原亮平
‘―和歌山県東牟婁郡太地町の実態調査報告(2)-
「不均衡予算論」に関する一考察（論）…………………………………佐藤 博
-J. Burkhead, L. H. Kimmelの所説を中心にして一
企業行動の市場条件格差（産業内規模間）測定のための
一つの試み（論）・・・・..............................................................浜 田 文雅
H・ルフェーヴル著『カール・マルクス』（書）………………………重 田 晃
-「その思想形成史」一
スミス文献目録(2)(資）…………………………………経済学会資料室（天野敬太郎）
第10巻第3号
ロビンソン資本蓄積論の研究(2)(論）……………………………………三谷友吉
利潤と有効需要(1)(論）. ……...... ….... …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 有田 稔
一投資乗数理論批判一
W•K ・ジョルダン著『イギリスの博愛主義』について（書）………原 田 聖 ― 
柴田三千雄著『フランス絶対王政論』（書）…………………………•••吉 田静
第10巻第4号
18世紀イギリスにおける会社企業の発達（論）…………………………荒井政治
移民母村の漁業構造と人口問題（論）……………………………………市原亮平
ー和歌山県東牟婁郡太地町の実態調査報告(3)-
生産関数についての一考察（論）…………………••……………………•神保一郎
-Set Theoretical Methodを中心として一
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経済成長理論と国際貿易理論の交流（展）………………………………山本繁綽
ヒーックス・ジョンソン命題の発展について一
第10巻第5号
ロビンソン資本蓄積論の研究(3)(論）・・・・・・・・・・・・・•……....... ……・ ・・・・・・・•三 谷 友 吉
セリグ・パールマンの労働運動の理論に関する一考察(1)(論）………小林英夫
いわゆる「大陸制度」~Continental System}>の歴史的意義(1)(論）••吉田 静
現代資本主義における本質的矛盾と民主的消費圧力
につしヽて（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・守 谷 基 明
一国家の相対的独自性との関肝において一
第10巻第6号
日本における自由主義論(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..市 原 亮 平
武ー藤山治の経済的自由主義を一焦点として一
ジェームズ。ステュアートの公債論(1)(論）. …..... …・ …... ….......... 戒 田郁夫
イーギリス公債論史研究の一酌一
いわゆる「大陸制度」~Continental System• の歴史的意義(2)/論）…吉 田 静
第1巻第1号
鉄道敷設用地買収について（論）. ……... ……•• …・ ……………………•津川正幸
いわゆる「大陸制度」~Continental System• の歴史的意義(31(論）…吉田静
セリグ・パールマンの労働運動の理論に関する一考察(21(論）………小林英夫
日本経済の成長分析(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...浜 田 文 雅
第1巻第2号
戦前の植民地政策から戦後の後進国閲発政策への
変貌につしヽ て(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..鶴 嶋 雪 嶺
移民母村論(I)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...市 原 亮 平
和ー歌山県東牟裳郡太地町の実態調査報告(41―
ソ連邦の所得課税と所得分配（論）·……•……•• • …... …... ….. …・ ……•佐藤 博
一租税廃止計画をめぐって一
ドラッカー著『アメリカの来るべき20年間』（紹）……………………鯰江城夫
S-1・ガス著『リニア・プログラミング一方法と応用j(2)(紹）……神 保一 郎
中小企業調査会編『中小企業研究』全6巻（紹）………………………松原藤由
第1巻第3号
コンビナートと石油化学工業（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・越 後 和 典
170 
333 
科学としてのデモグラフィー論（論）•••………………………………•••市
政策における四つの基本的目標と最適領域（論）………………………守
-K•E ・ポウルディングの政策論との関珊において一
アダム・スミスの重農学派批判に関する一素描（論）………………•••田
ーケネーの学説と関連せしめて一
白杉庄一郎著『独占理論の研究』（書）…………………………………杉
作道洋太郎著『日本貨幣金融史の研究』（書）…………………………津
第1巻第4号
19世紀初頭のフランスにおける保護主義論(1)(論）……………………吉
「組織された資本主義」論の背景
「相対的安定」期の経済発展について（論）…………………………鶴
ー戦前の植民地政策から戦後の後進国開発政策への変貌について(2)-
経済成長理論と低1開発国問題（論）……………………………••………•山
イギリス産業革命期における企業者活動の一例（論）…………………原
ージェデディア・ストラットの場合一
フェイ・コーキンス著『CIOと民主党』（資紹）……………………小
ーアメリカ労働運動研究のための三つの文献1)一
第1巻第5号
工業内部構造の高度化に関する政策的考察（論）………………………松
19世紀初頭のフランスにおける保護主義論(2)(論）……………………吉
生産手段生産の優先的発展の法則について（論）………………………木
いわゆる「安全弁説」 ~Safety Valve Theory• について(1)(論）…小
マック・グレーガー著『企業における人間的側面」（書）……………鯰
三谷友吉著『ロピンソン資本蓄稽論の研究』（書）……………………柴
第1巻第6号
「マルクス利潤率低下法則」批判(1)(論）………………………………有
「相対的安定期」におけるソ連工業化論争について(1)(論）…………鶴
いわゆる「安全弁説」~Safety Valve Theory• について(2)(論）…小
『ドイツ・イデオロギー』公刊史に関する覚書(1)(研）………………重
Sol・ガス著『リニア・プログラミング一方法と応用』 (3)(紹）……神
第12巻第1号
河上肇と古典派経済学（論）•….... ……... ….. ….. ・・・.……... ………•杉
-「近世経済思想史論」を中心として一
イギリスにおける株式会社企業の発達と鉄道プーム（論）……………荒
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『ドイツ・イデオロギー』公刊史に関する覚書(2)(研）………………重
労使関係調査協会『労働運動をいかに解釈すべきか』
ジョーエル・シードマン『戦時・戦後のアメリカ労働運動』（資紹）…小
ーアメリカ労働運動研究のための三つの文献12)16)一
吉田静ー著『フランス重商主義論』 （書）・・・・・・・・・・・・・・・・・•••……... ・・..河
第12巻第2号
プハーリンの国家資本主義トラスト論について（論）…………………鶴
「マルクス利潤率低下法則」批判(2)(論）……••…………………... ・.有
低開発国経済発展の理論的模型（論）・・••……• …...... …•• • ……………•山
E• デール， L•F•アーウィック共著『組織におけるスタッフ』（資紹）…鯰
山岡亮ー著『農業経済理論の研究』（書）……••………………………•東
第12巻第3号
政策目的の現実的考察（論）・・....................................................松
ゲームの理論の貸付政策への適用（論）. ……... ……………... …... …•神
リバプール綿花市場の形成と企業者の機能（論）………………………原
朝鮮人労働者考（研）・・・・：.......................................................... 西
近世の河川舟運に関する一，二の史料（資紹）………………………•••津
一摂津国武那川・猪名川筋の場合一
ステュアート研究に関する二つの文献(1)(資紹）………………………戒
第12巻第4号
消費者行動理論の再検討（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •高
企業目的と利潤説の限界（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鯰
社会主義における技術的進歩の計画化に関する若干の
原則につしヽて（論）・..............................................................木
ー東独1こおける技術的進歩の計画化(1)一
ゲ・ポリャク『ソ連邦の国民所得と国家予算の相互関係』（資紹）…佐
J• E ・ステパネクの『中小企業経営者』素描（資紹）……•………••田
第12巻第5・6合併号
社会主義経済政策に関する若干の素描（論）……………………………松
イギリス産業における株式会社企業の発達（論）. ……………………•荒
「マルクス利潤率低下法則」批判(3)(論）…...….. …... …………….... 有
農業恐慌と植民地牒業(1)(論）・..................................................鶴
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ケインズ主義における政治と経済（研）…………………………………市
-C・クロス rィギリスのファツストたち」の論評を兼ねて一
労働移動性と賃金（研）・・・・•…..... …, ........................... …............. 西
一労働市湯論研究のための覚書一
投資函数の発展（研）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・矢
ー加速度原理を中心として一
D•H ・ロバートソン著 森川太郎・高本昇共訳
『経済原論講義』 I,II,m.(書） …....................... ….. ・・・・・.熊
K・マルクス著 杉原四郎•重田晃一共訳『経済学ノート」（書）…平
第13巻 第1・2合併号（三谷友吉博士還暦記念特輯）
マルクスの経済本質論に関する一考察（論）……………………………杉
わが新農政と「経済合理主義」（論）…・………………………………••東
ー農業基本法の基調一
貿易の自由化と工業政策の課題（論）……••……………………………•松
金融理論と経済理論（論）・・・・・・・・・・・••…..... …....... …• ・・...……........ 森
トインピーの産業革命史論における問題意識（論）……………………矢
マルクス理論とローザ理論の間（論）………••••………•………………•有
ストレイチーの帝国主義論（論）・…・ ・・・.…...... ….... …•• …... ・・・・・・・・木
マルクスのパリ時代の経済学研究に関する資料的覚書（論）…………重
19世紀初頭のフランスにおける農業問題（論）………………………•••吉
高度成長下における物価上昇のメカニズム（論）………………………守
ー構造的インフレーツ• ンとの罠研において一
第13巻第3号
日本 「実業」 の精神構造（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...…...... ……• …….... 市
ー武藤山治にいたる「実業精神」論の系譜一
わが国中小工業論の展開過程に関する若干の考察(1)(論）. …………•田
マルクス労働疎外論に関する一文献（研）………………………………重
均衡成長と安定条件（研）・・・・...…• •• …... …...................... ….......... 神
利子理論と価格可変性（研）・・・・・・・・...…........ …... …....... …….. …..... 貞
ステュアート研究に関する二つの文献(2)(資紹）………………………戒
第13巻第4・5・6合併号（矢口孝次郎博士還暦記念特輯）
アムステルダムの「世界市場」への発展（論）••………………………•宮
イギリス近代機械工業成立の一基盤（論）………………………………角
現在の産業革命（論）・..............................................................佐
一低開発国の開発問題の視角から一
1713年の対仏自由通商条項をめぐる論争の意義（論）…………………天
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19世紀末期イギリスにおける農業不況（論）……………………………荒井政治
19世紀中葉におけるイギリスの政治と政商（論）………………………米 田清治
フランス資本主義の停滞性について（論）……………………………•••吉 田 静
一土地変革と資本主義の構造(1)一
19世紀イギリスにおける市場機構の発達（論）…………………………原 田 聖 ― 
明治初期の近代企業家（論）………………………………………………堀江保蔵
随想，関西• 関東考（論）. …......... ……...... ….. ● ●●●●● • …•• …........... 宮本又次
ーとくに盟村の性格から見る一
近世後期における隠岐島前の牛馬について（論）………………………錯方貞亮
北前船主の一類型（論）・・・・・・・・・:・・・……............. …................... ….... 津）i正幸
一兵庫県城峰郡香住町宮下家の場合一
カルドアの分配理論について（論）………………………………………三谷友吉
古典派経済学と近代日本（論）……………………………………………杉原四郎
ーわが国への古典派苺入前史を中心として一
農政における「所得の均衡」（論）••……………………………………•東井正美
革命期のソ連邦財政制度（論）……………・:……………………………•佐藤 博
第14巻第1号
産業革命論の新展開（論）…・……………•…………………………·……矢口孝次郎
土地変革と資本主義の構造(2)(論）………………………………………吉田静一
新古典派2部門成長モデルについての覚書（論）………………………矢野恵二
一資本集約度条件と代替の弾力性一
＊納屋制度論(1)(資紹）……………………………………………市原亮平• 田中光夫
一日本賃労働史の一断面一
流動性選好説と貸付資金説（研）…………………………………………貞木展生
-D• パティンキンの所説を中心に一
荒井政治著『イギリス近代企業成立史』（害） ....• ……………………•天川 潤次郎
第14巻第2号
ヨーロッパ合衆国をめぐる論争について（論）…………………………鶴
社会主義国家予算論（論）•…....................................... ….. ・・・・.佐
ーヤ・リーペルマンの所説を中心として一
イギリス木炭製鉄業の地理的分布（論）••……•• ……• ….. ……………••小
地価高騰のメカニズム（論）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．••…….......................... 守
限界生産力説の一解釈（研）・・・・・・・・・・・・・・..…................................... 森
J•S ・ ミルの初期書簡集（資紹）. …• …• ・・・・・・・...…................. 杉
第14巻第3号
嶋雪嶺
藤 博
杉 毅
谷基明・
川太郎
原四郎
指数の一般均衡理論（論）・・・・・・…...................◆．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•高 木 秀 玄
174 
337 
反トラスト政策の原理に関する一考察（論）……………………………越
ターンパイク定理についての一考察（論）….....…•• • ….... …• …• ・・・・・・・神
イギリス木炭製鉄業の地理的分布と立地条件(1)(論）…………………小
杉原四郎著『マルクス経済学の形成』（書）••……·…………………•••服
第14巻第4号
1920年代のソ連邦財政制度（論）…………………••……………………•佐
ー現物税から取引税ヘー
イギリス木炭製鉄業の地理的分布と立地条件(2)(論）…………………小
工業化と近代化（研）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・矢
-W•W ・ロストウ「工業化と経済成長」について一
イギリスにおける「ドイツ製品」騒動（紹）・...……..... ……• ……….. 荒
-19世紀末期英独貿易戦の一酌一
＊納屋制度論(2)(資紹） ゜•···••·••·•·•··••··••···••·••••··••··•••··•····•··· 市原
一日本貨労働史の一断面一
正井敬次著『マルクス経済学批判論の研究』（書）…………………•••三
テ・イ・オイゼルマン『マルクス主義哲学の形成』（書）……………重
????
???
?
亮平・田中
??
第14巻第5号
カルドアの経済成長の理論について（論）...................................• ニ合
新産業秩序と中小企業経営（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・..…・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....松 原
物価指数算式の原型をめぐって（論）・・・・・…... ・・・••….... …….. ・・・・・.高 木
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描(I)(研）……………………小林
ーサミュエル・ゴムパース研究のための党苔Il一
渡植彦太郎著『経済と社会生活産業社会学試論』（書）………………加
第14巻第6号
イギリス公債思想の一典型（論）................................................ 戒
ージェームズ・ステュアートの場合一
イギリス連邦とオタワ協定（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...…・ ・・・・・・・・・・・• •原
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描(II)(研）……………………小
ーサミュエル・ゴムパース研究のための笈書12)一
インドにおける小規模製造業の標本調査（資紹）……………••………•田
自ー1955年5月至1956年5月一
日本マックス ・ヴェーバー書誌(1)(資）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..天
第15巻第1号
分割地所有と「地代」 (1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東
イギリス「大不況期」 (1873-96)における工業の停滞（論）………荒
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ソシアル・ダンビング問題といわれる日本の‘‘低賃金”に
つしヽて（論）・.......................................................................西
古典派的二分法と実質現金残高効果（研）………..……………………•保
ー経済の貨幣面と実物面の接合について一
第15巻第2号
分割地所有と「絶対地代」と「土地価格の利子」（論）………………東
一分割地所有と「地代」 (2)-:-
アメリカにおける最近の経済政策論の展開について（論）……………守
イギリス鉄鋼業の分布と原料（研）……………………...…………••••••小
ー鉄鋼石一
いわゆる「推測統計学」における相関分析法について（研）…………岩
越後和典著『反独占政策論』（書）…•…·………………………………•松
第15巻第3号
• • いわゆる「名目的な地代」（論）.. …• •• ………... …... ………........... 東
イギリス連邦とスターリング地域（論）……………………..…………•原
インドにおける小工業の発展(1)(研）…………………………..………• 田
ー小工業開発援助政策と小工業の社会状態ー
'鋳方貞亮著『農具の歴史』（書）……..…………………………….. …••三
第15巻第4・5・6号（創立80周年記念特輯）
ロピンソンの経済成長論（論）・・・・..................……... …・ ・・・・・・・• ……••三
物価指数論争史の一局面（論）………………………・…………………••高
ー再び M.W. Drobischの理論を中心として一
成長経済における技術的進歩と所得分配（論）………………………•••高
信用創造に関する一考察（論）•…..... …・ …・ …... …..... …・ …•• …........ 上
貨幣と一般均衡体系（論）・．．．．．．．．．．．．•…•• …...... …・・・・・・・・・・・・・ 貞
ーラソゲ・パティ，，キン論争一
中小企業における労使関係についての若干の考察（論）………………松
日本農政の新課題（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…….................... 東
民族問題をめぐる論争の開始について（論）……………………………鶴
産業革命史に関するハモンド課題（論）………………..………………••矢
ランカシャー綿業における株式会社企業の成立に関する
研ー究（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・荒
明治初年の陸運における共同企業（論）………………………………•••津
一陸運元会社腿係資料を中心にして一
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第16巻第1号
ゲルツェンと二月革命(1)(論）・..................................................松岡 保
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描Cm)C研）……………………小林英夫
ーナミュエル・ゴムバース研究のための覚書(3)一
インドにおける小工業の発展(2)(研）. …………………………………• 田中 充
ー小工業開発援助政策と小工業の社会状態ー
佐藤博著『ソビエト財政論』（書）……………•……………………••阿部 勇
日本マックス・ヴェーバー書誌(2)(資）…………….....……• …………天野敬太郎
第16巻第2号
ヨーロッパ統合とイギリス連邦プロック（論）…………………………原 田 聖 ― 
乗数理論と経済の貨幣面との接合（論）…………………………………保坂直達
一乗数理論の展望とその展開一
保護貿易理論にかんする若干の覚書(1)(研）……………………………山本繁綽
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描(IV)(研）……………………小林英夫
ーナミュエル・ゴムパース研究のための覚書(4)一
現代日本の農業問題と農業政策（書）……………………………………硲 正夫
ー東井正美教授の近業『日本の農業敵策Jを読む一
第16巻第3号
分割地所有の性格規定（論）…………………………..…………………•東井正美
経済研究における相関分析法の学説史的考察(1)(論）…………………岩井 浩
「近代化」論と日本の近代化（研）………………………………………戒田郁夫
ジェラルド・マナーズ編
『1960年代における南ウェールズ』（資紹）…………………………小杉 毅
ー産業地理の諸研究一
第16巻第4・5合併号（錯方貞亮博士還暦記念特輯）
後漢の裾寛『四民月令』について（論）…………………………………天野元之助
洋紙業事始め（論）・・・・・・・・・・.......……... ….................. …................ 堀 江 保 蔵
大化前代の農業経営（論）……………………………………………••…•三橋時雄
明治時代の経済雑誌序説（論）……………………………••……………•杉原四郎
幕藩貢租の基本的性格（論）……………••……… ・ ………………•関 順也
十組諸問屋と菱垣廻船（論）……..………………………………………•津川正幸
アントウェルペン市場の興隆（論）……...……………………………... 宮下孝吉
産業革命論の源流（論）・・・・・...….................. …............................ 矢 口 孝次郎
ー特にエンゲルスの見解について一
W•F ・エクロイド著『自助の政策』（紹）……………………………荒井政治
ー公正貿易論者のパイプルー
最近の物価問題について（論）. …………………………………………•森川太郎
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資本自由化と産業再編成の諸問題（論）………...…………………•• …•松
分割地所有と資本制地代と封建地代（論）…………••…………………•東
ー地代の「成分と源泉」の視点から一
経済発展と間接税に関する一考察（論）…………………………………•佐
マルクス主義経済学と近代経済学（論）…………………………………玉
ー近代経済学の立場一
新貨幣数量説と乗数理論（論）…...………... …….. ………………•• • …•保
?????
第16巻第6号
外部貨幣と内部貨幣（論）・・・・・・・..…• ・・・・・・・• • …....... …...................... 貞
ー銀行組織と一般均衡分析一
英国における小企業存続に関する古典的解釈（論）……………………田
ーアルフ Vッド・マーシャルの場合(1)一
ゲルツェンのプルジョワ社会批判（論）•…•……………………………•松
ーゲルツェンと二月革命(21一
経済研究における相関分析法の学説史的考察(2)(論）………………•••岩 井
?
?
?
第17巻第1号
バランとスウィージーの独占資本論について（論）…………………•••三
英国における小企業存続に関する古典的解釈（論）……………………田
ーアルフレッド・マーツャルの場合(2)一
貿易と資本蓄積（研）・・・・• •• …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ …... ….......... , ... 矢
一鬼木•宇沢のモデルをめぐって一
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描 (V)(研）…………………小
ーサミュエル・ゴムパース研究のための覚書(5)一
保護貿易理論にかんする若干の覚書(2)(研）………………••…………•山 本
常盤政治著『農業恐慌の研究』（書）•••………••………………………•東井
モーリス・ドップ著『社会主義論』（書）……………・…・……………•重 田
宝野井芳郎著『マルクス経済学と近代経済学』（書）…………………玉木
堀江保蔵編『海事経済史研究』（紹）……..……………………………•津 川
G• シュヴァルツ著 出牛正芳訳
『マーケティング理論の展開』（紹）…••………•……………………市
??
野
林
第17巻第2号
改正「消費者物価指数」の諸問題(1)(論）……………..………………•高
マルクス経済学の近代経済分析的再検討（論）…………………………保
イギリスにおける地域開発(1)(研）・............................................小
Domestic Distortion Argument についての一考察（研）…………小
清水嘉治著『経済政策の理論と現実』（書）……………………………守
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アーサー・ロス編『労使関係と経済発展』（書）………………………嶺 学
シドニイ・ウエルズ著『イギリスの貿易政策』（紹）…………………原 田 聖 ― 
P ・デビドソン， E• スモレンスキー著• 安部一，成訳
『ケインズ経済学の新展開:I(紹）…••…………………………....... 矢野恵 ― 
ー総器給分析一
通巻第100号総目録・・・・・・・・..…….......... …........ …........ …• …• ・・・・・・・経 済 学 会
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経済学範疇論の問題（論）…………………………...…………•••加藤由治郎 1ー 1
初期マルクスと青年ヘーゲル派（論）……………………………重田 晃ー 7-7 
ー初期マルクス研究に関する一展望一
『ドイツ・イデオロギー』と疎外の理論（論）…………………重田 晃ー 9-4 
-rドイツ・イデオロギー」研究序説一
H・ルフェーヴル著『カール・マルクス』（書）………………重田 晃ー 10ー 2
-「その思想形成史」一
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テ・イ・オイゼルマン『マルクス主義哲学の形成』（書）……重田 晃一 14-4 
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ゲルツェンのブルジョワ社会批判（論）…………………………松岡 保 16-6 
ーゲルツェンと二月革命(2)一
2. 経済学史・経済思想史
独逸経済学における国民経済の意味（論）………………………赤羽豊治郎
＊わが国におけるマックス・ウェーバーの文献目録（資） 天野敬太郎
.................•........•....•..........••...•.• 経済学会資料室（ 累靡悶翌）
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スミス文献目録(1)(資）……………………経済学会資料室（天野敬太郎）
スミス文献目録(2)(資）……………………経済学会資料室（天野敬太郎）
日本マックス・ヴェーバー書誌(1)(資）・・•…••…………...... …•天野敬太郎
日本マックス・ヴェーバー書誌(2)(資）••……... ………..... ….. 天野敬太郎
J• M・ケインズ著『自由放任の終焉』に就いて（論）………有田 ・稔
ケインズ『一般理論』の思想的朋芽（論）………………………有田 稔
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英国哲学者の経済論（論）……••…………………………………•正井
貨幣資本における利子発生の根拠（論）…………………………正井
ーマルクス・ツュムペークー・ケインズの立場を続って一
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太郎 14ー 2
太郎 16ー 4.5
信一 4ー 3
信―• 4-4 
信一 4-5 
恵二 12ー 5°6
恵二 14ー 1
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P・デビドソン， E・スモレンスキー著 安部一成訳
『ケインズ経済学の新展開』（紹）……………………………矢野恵二 17ー 2
ー総需給分析一
経済成長理論における均衡成長の安定性について（論）•……••山本繁綽 9ー 2
4. 経済史
1713年の対仏自由通鹿条項をめぐる論争の意義（論）…………天川潤次郎 13ー4•5•6
荒井政治著『イギリス近代企業成立史』（書）…………………天川潤次郎 14ー 1
後漢の崖定『四民月令』について（論）…………………………天野元之助 16-4•5 
サー・ジョン・クラッパム著『英蘭銀行史』に就いて（紹）…荒井 政治 1ー 3.4
産業革命期における英国農業労働者の状態（論）………………荒井 政治 2ー 3
テューダー及びステュアート朝における金融業（論）…………荒井
産業革命期におけるカルテルの一形態（論）……………………荒井
-Cornish Metal Company (1785-1792)を中心として一
18世紀におけるイギリス産業資本家の政治的拾頭（論）………荒井
19世紀イギリスにおける土地経営の一典型（論）………………荒井
イギリス初期地方銀行の成立について（紹）……………………荒井
パイパウダー（泥足）裁判所について（論）………………………荒井
イギリス会社企業の煎芽（論）………………...…………………荒井
ー初期ステュアートのカンパニー・プームを中心として一
18世紀イギリスにおける会社企業の発達（論）…………………荒井
イギリスにおける株式会社企業の発達と鉄道プーム（論）……荒井
イギリス産業における株式会社企業の発達（論）………………荒井
19世紀末期イギリスにおける農業不況（論）……………………荒井
イギリスにおける「ドイツ製品」騒動（紹）……………………荒井
ー19世紀末期英独貿易戦の一酌一
イギリス「大不況期」 (1873ー 96)における工業の停滞（論）…荒井
ランカシャー綿業における株式会社
企業の成立に関する一研究（論）………………………………荒井
W•F ・エクロイド著『自助の政策』（紹）………………………荒井
ー公正貿易論者のパイプ）レー
本邦古代黍作考（論）・・・・・・・・・・・・・・・・•…...... …...... ……...... …••• •錆方
一栽培の由来一
本邦古代稗作考（論）
本邦古代栗作考（論）：：：：：：：：：：：::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
錯方
錯方
ー特にその由来一
日本稲の起源について(1)(論）………..…………………………・鰭方
ー南方伝来説批判一
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政治特「面・研」
政治 4-4 
政治 5ー 1
政治 70記
政治 6-6 
政治 7ー 6.
政治 9ー 2
政治 10ー 4
政治 12ー 1
政治 12ー5•6
政治 13-4°5°6
政治 14-4 
政治 15-1 
政治 15-4•5•6
政治 16ー 4.5
貞亮 1-3•4 
貞亮 5-1 
貞亮 70記
貞亮 7ー 1
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日本稲の起源について(2)(論）・・・・・•…..……•• • ……...... ….... …鋳方 貞亮 8-2•3 
ー南方伝来説批判一
近世後期における隠岐島前の牛馬について（論）………………錨方 貞亮 13ー4•5•6
いわゆる「安全弁説」 <{SafetyValve Theory• に
つしヽて(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小林 英夫 11-5 
いわゆる「安全弁説」 <{SafetyValve Theory• に
つしヽて(2)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小林
現在の産業革命（論）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•佐藤
一低開発国の開発問題の視角から一
幕藩貢租の基本的性格（論）....................... 関
近世灌漑水利に関する一，二の史料（資紹）……………………津川
近世における大和北山郷の村落構造と林業(1)(論）……………津川
近世における大和北山郷の村落構造と林業(2)(論）……………津川
近世灌漑水利に関する研究(1)(論）••………………………….... 津川
ー河内国大和川左岸王水樋組の場合一
近世の木頭林業（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • 津）i 
近世隠岐水産業に関する覚書（論）. ……... ……….. ・・・・….... 津川
近世における廻船に関する若干の資料（資紹）…………………津川
江戸時代漁業に関する若干の史料（資紹）………………………津川
ー阿波国板野郡里浦を主として一
近世中期の樽廻船輸送の動向(1)(論）….......…・ …... ・・・・・・.津）I 
三木与吉郎編『阿波藍譜（栽培製造篇）』（紹）……•；………•津川
鉄道敷設用地買収について（論）……………••…………... ……•津川
作道洋太郎著『日本貨幣金融史の研究』（書）…………………津川
近世の河川舟運に関する一，二の史料（資紹）………………•••津川
一摂津国武庫川・猪名川筋の場合一
北前船主の一類型（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..津）I 
一兵庫県城崎郡香住町宮下家の場合一
明治初年の陸運における共同企業（論）••………………………•津川
ー陸迎元会社殿係資料を中心にして一
十組諸問屋と菱垣廻船（論）・・・・・・・・,・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・津）I 
堀江保蔵編『海事経済史研究』（紹）………………………••…•津川
英夫 11一6
明 13ー4•5•6
順也 16-4•5 
正幸 5-1 
正幸 5-3 
正幸 5-5 
正幸 6ー 3
正幸 6-5 
正幸 8ー 1
正幸 9-1 
正幸 9-3 
正幸 9-5 
正幸 10-1 
正幸 11ー 1
正幸 11ー 3
正幸 12ー 3
正幸 13ー4•5•6
正幸 15-4•5•6
正幸 16-4•5 
正幸 17-1 
イギリス近代機械工業成立の一基盤（論）………………………角山 栄 13ー4•5•6
合衆国における南北戦争以降の「農業機械革命」の意義（論）東井正美 5ー 2
19世紀後半におけるアメリカ南部農村社会層の分化・分解（論）東井正美 70記
19世紀末合衆国借地諸関係発達の歴史的意義について（論）•••東井 正美 6-4 
19世紀末合衆国借地諸関係の発達（論）. ………………………•東井正美 6-6 
ーその歴史的意義に関する覚書一
19世紀中葉におけるアメリカ土地問題（論）………••…………•東井 正美 7-3 
192 
355 
W•K・ジョルダン著『イギリスの博愛主義』について（普）…原田 聖二 10ー 3
イギリス産業革命期における企業者活動の一例（論）…………原田 聖ニ 11ー 4
ージュデディア・ストラットの場合一
リバプール綿花市場の形成と企業者の機能（論）………………原田 聖二 12-3 
19世紀イギリスにおける市場機構の発達（論）…………………原田 聖二 13-4•5•6
明治初期の近代企業家（論）……..………………………………•堀江 保蔵 13ー4•5•6
洋紙業事始め（論）・・・・・・・・...….............................. …・・・・・ 堀江 保蔵 16ー4•5
鋳方貞亮著『農具の歴史』（苔）…………………………………三橋時雄 15ー 3
大化前代の農業経営（論）……………・….. ……………………... 三橋時雄 16ー 4.5
30年戦争の経済史的意義（論）……………………………………宮下孝吉 5-1 
アムステルダムの「世界市場」への発展（論）…………••……•宮下 孝吉 13ー4•5•6
ァントウェルペン市場の興隆（論）……………………………•••宮下孝吉 16-4•5 
随想，関西•関東考（論）…………..……………………………•宮本又次 13ー4•5•&
ーとくに農村の性格から見る一
イギリス資本主義成立史上の「生産者の資本家への推転」
(1)(論）・・...................................................................矢口孝次郎
イギリス資本主義成立史上の「生産者の資本家への推転」
(2)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・矢口孝次郎
イギリス資本主義成立史上の「生産者の資本家への推転」
(3)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・矢口孝次郎
初期独占における「収益特権」（論）……………………………矢口孝次郎
マニュファクチュア範疇について（論）…………………………矢口孝次郎
イギリス毛織物工業史に関する研究文献の概観（資紹）………矢口孝次郎
＊マグナ・カルタの時代における王の財政と課税（論）
·························································•···················· 矢口孝次郎
荒井政治
トインビーの産業革命史論における問題意識（論）……………矢口孝次郎
産業革命論の新展開（論）………..………………………………•矢口孝次郎
工業化と近代化（研）・・・・・・• • …...... …•• ・・・.…•• ・・・.…•• …..... 矢口孝次郎
-W•W• ロストウ「工業化と経済成長」について一
1ー 3.4
2ー 1
2ー 2
5ー 1
70記
6-6 
8ー 1
13ー 1・2
14ー 1
14-4 
産業革命史に関するハモンド課題（論）…………………………矢口孝次郎 15ー4•5•6
産業革命論の源流（論）……………………………………………矢口孝次郎 16ー 4.5
ー特にエ，，ゲルスの見解について一•
19世紀中葉におけるイギリスの政治と政商（論）………………米田 清治 13ー4•5•6
5. 経済地理。経済事情
ソヴェト・ロシアの地理的性格（論）……………………………宇田 米夫 3ー 3
浩湾と工業（論）・・・・・...…..... …• ●● ● ● ● • …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・""""""宇田 米夫 70記
ー大阪港の復興計画を中心として一
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仏領時代に於ける印度支那鉱産事情について（論）……………賀屋
イギリス木炭製鉄業の地理的分布（論）…………………………小杉
イギリス木炭製鉄業の地理的分布と立地条件(1)(論）••………•小杉
イギリス木炭製鉄業の地理的分布と立地条件(2)(論）…………小杉
イギリス鉄鋼業の分布と原料（研）………………………………•小杉
ー鉄鋼石一
ジェラルド・マナーズ編
『1960年代における南ウェールズ』（資紹）…………………小杉
ー産業地理の諸研究一
イギリスにおける地域謁発(1)(研）…………………••…………•小杉
N.M. Robertson's "South Africa-economic and 
Political aspects" (資紹）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•鶴嶋
。イギリス連邦とオクワ協定（論）…..……………………………•原田
イギリス連邦とスターリング地域（論）……••…………………•原田
ヨーロッパ統合とイギリス連邦プロック（論）………………•••原田
シド.:;ィ・ウエルズ著『イギリスの貿易政策』（紹）…………原田
経済発展と産業構造（論）•••…………………………………·…••安田
ーアメリカ戦後経済事情に調連して一
6. 経済政策一般
俊雄 5ー 2
毅 14-2 
毅 1←3 
毅 14-4 
毅 15ー 2
毅 16-3 
毅 17ー 2
雪嶺 7ー 7
聖ニ 14ー 6
聖ニ 15ー 3
聖ニ 16ー 2
聖ニ 17ー 2
信一 5-8 
アメリカにおける反トラスト政策の基本的性格（論）…………越後和典 7ー 3
反トラスト政策の原理に関する一考察（論）……………………越後和典 14ー 3
社会主義における技術的進歩の計画化に関する若干の
原則につしヽて（論）・・・・・・・・•…........…, ............... 木村雄二郎 12ー 4
ー東独における技術的進歩の計画化1)ー ． 
インドにおける小工業の発展(1)(研）……………………………田中 充 15-3 
ー小工業開発援助政策と小工業の社会状態一
インドにおける小工業の発展(2)(研）. …………………………• 田中 充 16ー 1
ー小工業開発援助政策と小工業の社会状態ー
越後和典著『反独占政策論』（書）………………………………松井哲夫 15ー 2
経済政策論序説(1)(論）……………………•••……………………•松原藤由 3ー 2
国民経済の体制的変動と経済政策の質的転換（論）……………松原藤由 5ー 3
終戦10ケ年の日本経済政策の動向（論）…•••…•………………••松原藤由 70記
日本産業政策の基本的課題（論）…………………………………松原藤由 6ー 2
現段階における経済政策の特質（論）……………•……………••松原藤由 9ー 3
ー特に産業構造と経済政策一
政策目的の現実的考察（論）……………………..….. , …………•松原藤由 12ー 3
社会主義経済政策に関する若干の素描（論）……………………松原藤由 12ー 5°6
貿易の自由化と工業政策の課題（論）……………………………松原藤由 13ー 1,2
新産業秩序と中小企業経営（論）…………………•……………••松原藤由 14ー 5
中小企業における労使関係についての若干の考察（論）………松原藤由 15ー4•5•6
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資本自由化と産業再編成の諸問題（論）…………………………松原
ボウルディング著『経済政策原理』（紹）………………………守谷
現代資本主義における本質的矛盾と民主的消費圧力に
つしヽ て（論）............................................................... 守谷
一国家の相対的独自性との腿研において一
政策における四つの基本的目標と最適領域（論）………………守谷
—K•E• ボウルディ，，グの政策論との関研において一
高度成長下における物価上昇のメカニズム（論）………………守谷
ー構造的インフレーシ● ンとの調研において一
地価高騰のメカニズム（論）………………••………•……………守谷
アメリカにおける最近の経済政策論の展開について（論）……守谷
清水嘉治著『経済政策の理論と現実』（書）……………………守谷
7. 貨幣・金融
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藤由 16ー 4.5
基明 9ー 5
基明 10ー 5
基明 11ー 3
基明 13ー 1・2
基明 14ー 2
基明 15ー 2
基明 17-2 
社債信託の本義と FloatingCharge(論）………………………板橋菊松特「商研」
株式発行市場と流通市場の関係（論）……………………………今西庄次郎 1ー 3.4
株式利廻と株価収益比率（論）……………………………………今西庄次郎 5ー 4
1ー株式価格の当否を判断するものとして一
公社債価値論（論）・・・..……..... ●●●● ● • • ……..... …....... ……….... 今西庄次郎 5ー 7
信用創造に関する一考察（論）·…•………………………………•上田 昭三 15ー4•5•6
終戦後の我が国生命保険事業について（論）…………………•••川元英二 5ー 7
貨幣と一般均衡体系（論）…••………………………………•……貞木展生 15ー4°5°6
ーランゲ・パティンキン論争一
外部貨幣と内部貨幣（論）. …... ……•• • …...... …................... 貞木
ー銀行組織と一般均衡分析一
古典派的二分法と実質現金残高効果（研）………………………保坂
ー経済の貨幣面と実物面の接合について一
貨幣に関する二つの近業（書）…………………••…•…………••森川
我国銀行業態の分析(1)(論）....................... 森JI!
ー特にオーバー・ローンの問題に襲連して一
我国銀行業態の分析(2)(論）…………..……………・…….. ……•森川
ー特にオーバー・ローンの問題に腿連して一
゜大戦以後の英国銀行業（論）…………………………………..…•森川
一貸出減少の傾向とそれをめぐる問題一
金融の正常化と銀行機能（論）……………………………………森川
経済発展と資金供給（論）・・・・・・・・・・・...…...... ……, .................. 森）I 
金融理論と経済理論（論）••…........................ ….... ・・・・・.森）I 
インフレ過程に於ける財貨生産についての一考察（論）……•••安田
貨幣• 金融に関する最近の 2文献（紹）…………………………安田
経済変動に於ける貨幣の作用（論）•••…………………•………••安田
195 
展生 16ー 6
直達 15-1 
太郎 2ー 2
太郎 2ー 3
太郎 3ー 2
太郎 70記
太郎 8ー 6
太郎 9ー 6
太郎 13ー 1・2
信一 2-4 
信一 3ー 1
信一 3ー 3
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投資・貯蓄の均等と企業の自己金融率（論）·…………………••安田 信一 9-'-6 
8. 財政
社会主義における租税(1)(論）••………………………………••••佐藤
-F. Holzman : Soviet Tazationを中心として一
社会主義における租税(2)(論）••………………………•………... 佐藤
ーソ連邦「取引税」の本質をめぐって一
エヌ・リュビモフ著『資本主義国家財政学』（資紹）…………佐藤
ソ連邦における所得税制度の発展（論）…………………………佐藤
「不均衡予算論」に関する一考察（論）………………………•••佐藤
-J. Burkhead, L. H. Kimmelの所説を中心にして一
ソ連邦の所得課税と所得分配（論）………………………………佐藤
一租税廃止計画をめぐって一
ゲ・ポリャク『ソ連邦の国民所得と国家予算の相互関係』
（資紹）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•佐藤
革命期のソ連邦財政制度（論）…..………………………………•佐藤
社会主義国家予算論（論）. ………………•……………………... 佐藤
ーヤ・リーペルマンの所説を中心として一
1920年代のソ連邦財政制度（論）…………………………………佐藤
ー現物税から取引税ヘー
経済発展と間接税に関する一考察（論）…………………………佐藤
佐藤博著『ソビエト財政論』（書）••…………………………•阿部
ジェームズ・ステュアートの公債論(1)(論）……………………戒田
ーイギリス公債論史研究の一酌一
イギリス公債思想の一典型（論）……………………..…………戒田
ージェームズ・ステュアートの場合一
U・ヒックスの地方税論（論）・・・・・・・....….............. 藤谷
9. 農・林•水産業
半農半漁村に於ける組合漁業の一分析（論）……………………柏尾
日本漁業における北洋の問題（論）.. …………………………… 柏尾
ー特に再開北洋漁業をめぐって一
北洋漁業の生成と発展（論）………………………..…………・…柏尾
大平洋戦争時における「崩壊期日本漁業の実態」（論）………柏尾
カツオ専業漁業とマグロ専業漁業の生起（論）…………………柏尾
一日本におけるカツォ・マグロ漁業の発展Il一
カツオ漁業とマグロ漁業の沖合化（論）…………………………柏尾
一日本におけるカツォ・マグロ漁業の発展12)一
遠洋カツオ・マグロ漁業の成立（論）……………………………柏尾
一日本におけるカツオ・マグロ漁業の発達13)一
博 6ー 4
博 6ー 5
博 8ー 4
博 9ー 2
博 10ー 2
博 11ー 2
博 12ー 4
博 13-4•5•6
博 14ー 2
博. 14ー 4
博 16ー 4.5
勇 16-1 
郁夫 10ー 6
郁夫 14-6 
謙二 2ー 2
昌哉 3-1 
昌哉特「庇研」
昌哉 4ー 3
昌哉 4-6 
昌哉 5ー 2
昌哉 5-3 
昌哉 5-6 
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R0L ・コーイン著『農業経済学』（蓄）………………………•••東井 正美 2ー 1
アメリカ合衆国のファーム・テニュア（論）………………••••••東井正美 2ー 4
アメリカ合衆国における家族農場テニュア問題（資紹）………東井 正美 3ー 2
-Ackerman & Harris: Family Farm Policyの紹介一
アメリカ農業経営学の実践的性格（資紹）•…•••••••……………•東井正美特「商研」
ージョン• A・ホプキンス著 r盟業経営学原理」の紹介一
アメリカ合衆国における家族農場のテニュア問題（論）………東井 正美 4-6 
＊山村経済の構造（論）………………………農業経済学研究室東井 正美
ー和歌山県東牟婁郡四村の場合＿ （ 津川正幸） 5-8. 
ジエ・エス・ミルの農業問題（論）………………………………東井 正美 6ー 7
合衆国黒人解放運動における土地再分配と民族自決権（資紹）東井 正美 7-6 
ーハリー・・ヘイウッド著 r黒人解放J1948年刊の紹介一
アメリカ農民と第三党運動（資紹）…………………………••…•東井 正美 8ー 4
ーポピュリストの運動の性格規定一
山岡亮ー著『農業経済理論の研究』（書）……………••………•東井正美 12ー 2
わが新農政と「経済合理主義」（論）…••………………………•東井正美 13ー1•2
一盟業基本法の基調一
農政における「所得の均衡」（論）………………………………東井正美 13ー4•5•6
分割地所有と「地代」 (1)(論）………………..…………………•東井正美 15-1 
分割地所有と「絶対地代」と「土地価格の利子」（論）…•…••東井正美 15ー 2
一分割地所有と「地代」 (2)一
いわゆる「名目的な地代」（論）………••………………………•東井正美 15ー 3
日本農政の新課題（論）……………………………………………東井 正美 15ー4•5•6
分割地所有の性格規定（論）………………………………………東井正美 16ー 3
分割地所有と資本制地代と封建地代（論）………………••……•東井 正美 16ー 4.5
ー地代の「成分と源泉」の視点から一
常盤政治著『農業恐慌の研究』（書）…………………………•••東井 正美 17-1 
現代日本の農業問題と農業政策（書）……………………………硲 正夫 16-2 
ー東井正美教授の近業 r日本の旦業政策」を読む一
10. 鉱工業
戦後日本造船業の変遷とその特質（論）. ………………………•越後
ー計画造船政策をめぐって一
日本造船業の成立と構造(1)(論）…………………………………越後
日本造船業の史的分析（論）…………••…………………………•越後
一日本造船業の成立と構造(2)一
造船諸資本とその特徴（論）……..………………………………•越後
S. Pollard, Laissez-Faire and Shipbuildingについて（資紹）越後
ー造船業に関する外国文献紹介(1)一
紡績業におけるカルテル及びトラストの形式(1)(論）……•；…•越後
紡績業におけるカルテル及びトラストの形成(2)(論）…………越後
197 
和典 5ー 4
和典 70記
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和典 6ー 8
和典 7ー 1
和典 7ー 7
和典 7-8 
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S. Pollard, British and World Shipbuilding 1890~1914 ; 
A Study in Comparative-Costsについて（資紹）…………越後
ー造船業に関する外国文献紹介121—
コンビナートと石油化学工業（論）………………………••……•越後
戦後わが国鉱工業生産の現実（論）…………•••…………•……••松原
わが国中小工業の基本的問題（論）……………………••………•松原
中小工業の組合制度（論）• • …•• …................ …......... …....... 松原
中小企業調査会編『中小企業研究』全6巻（紹）………………松原
工業内部構造の高度化に関する政策的考察（論）………………松原
1. 国際経済
Domestic Distortion Argument についての一考察（研）••…•小田
後進国の経済成長にたいする分配論的考察について（論）……鶴嶋
エリック •H ・ジャコビー著 井上嘉丸•滝川勉共訳
『東南アジアの農業不安』（書）…..…………………... ……鶴嶋
後進国の経済発展と農地改革（論）………………………………鶴嶋
農業恐慌と植民地農業(1)(論）………………………………..…•鶴嶋
ヨーロッパ合衆国をめぐる論争について（論）…………………鶴嶋
民族問題をめぐる論争の開始について（論）……………………鶴嶋
貿易と資本蓄積（研）・・・・・・・・・・・….................. ; ..矢野
一鬼木•宇沢のモデ，，，をめぐって一
ドル不足期におけるトランスファー問題（論）………………•••山本
ーポラックのメカニズムの一つの応用として一
国際貿易理論におけるリニアー・プログラミングの
適用に関する覚書（論）. ……... …...... ….. ・・・・..…• ・・・・・・・・•山本
ジョンソン著『国際貿易と経済成長』（書）……………………山本
技術の進歩と比較生産費説（論）…………………………………山本
経済成長理論と国際貿易理論の交流（展）い……………………•山本
ーヒックス・ジョンソン命題の発展について一
経済成長理論と低開発国問題（論）………•……·………………•山本
低開発国経済発展の理論的模型（論）. …………………………•山本
保護貿易理論にかんする若干の覚書(1)(研）……………………山本
保護貿易理論にかんする若干の覚書(2)(研）……………………山本
12. 労働・人ロ・社会問題
和典 8ー 2.3
和典 11-3 
藤由 1-1 
藤由 2ー 1
藤由 ←1 
藤由 11-2 
藤由 11-5 
正雄 17-2 
雪嶺 9-1 
雪嶺 9ー 2
雪嶺 9-4 
雪嶺 12ー 5°6
雪嶺 14ー 2
雪嶺 15-4•5•6
恵二 17-1 
繁綽 7ー 8
繁綽 8ー 5
繁綽 9-4 
繁綽 9-6 
繁綽 10ー 4
繁綽 11ー 4
繁綽 12ー 2
繁綽 16ー 2
繁綽 17-1 
ー近畿型（水田集約）農村の人口存在形態（論）………………市原亮平 ・4ー 2
ー奈良県北葛城郡馬見村の実態調査一
阿波（旧藍作）畑作地帯人口の存在形態(1)(論）………………市原亮平 4-5 
ー農業における資本主義の発達一
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阿波（旧藍作）畑作地帯人口の存在形態(2)(論）………………市原
ー農業における資本主義の発達一
日本人口論小史(I)(論）・・・・・・・•……•• ・・・・・..….. ・・・・・・・・・• …•市原
ーその特質と原型に関する周辺的考察一
日本人口論小史 (Il) (論）・・・・・・・・・..…... ・・・..….... ・・・・・.市原
一社会有機体説、社会ダーウィニズムの日本イデオロギー化(ll-
日本人口論小史 (Il) (論）・・・・・・・・・• • …........... …....... 市原
一社会有機体説、社会ダーウィニズムの日本イデオロギー化(2)一
日本人口論小史 (Il)(論）・・.....................……• ● ● ●● ● ●● • ….... 市原
一社会有機体説、ダーウィニズムの日本イデオロギー化(3)一
日本人口論小史 (Il) (論）・・・・・・••…...... …...... …......... ……•市原
ー第三人口論＝「純正」社会主義とその社会ダーウィニズム的屈折(4)一
人口論対象＝方法論序説（論）……••…………• …….. …………•市原
日本社会政策と人口政策の一交渉（論）…………………………市原
ープロツヤ型日本社会政策の諸論点をめぐって一
日本社会学派と社会政策学派（論）………………………………市原
一続日本人口論史一
日本社会政策学派の人口論とその分化(1)(論）…………………市原
一続日本人口論史一
日本社会政策学派の人口論とその分化(2)(論）…………………市原
一続日本人口論史一
平凡社『人口大事典』 （書）・・・・・・◆・・・・・・・・ …・・・・・・・ 市原
日本政策主体論序説（論）・・・・・・・・・・•…... ・・.…... …... ….. …..... 市原
ー戦後人口政策の主体としての国家構造論一
移民母村の漁業構造と人口問題（論）……………………………市原
ー和歌山県東牟婁郡太地町の実態調査報告(1)一
経済史観的人口論の一方向（書）…………………………………市原
ーツドニイ・クゥーンツ「人口理論と経済的解釈J-
貧困学と三派の人口論（論）. ……………………………………•市原
一続日本人口論史一
移民母村の漁業構造と人口問題（論）……………………………市原
ー和歌山県東牟婁郡太地町の実態調査報告(2)一
移民母村の漁業構造と人口問題（論）……………………………市原
ー和歌山県東牟婁郡太地町の実態調査報告(3)一
亮平
亮平
亮平
亮平
亮平
亮平
亮平
亮平
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亮平
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亮平
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4-6 
4-7•8 
5ー 3
5-4 
5-5 
5-6 
70記
6ー 1
6-5 
7ー 1
7ー 2
7-8 
8ー 1
8-6 
9ー 2
9ー 3
10ー 2
10-4 
移民母村論(I)(論）•…....... …............... …....... 市原亮平 11ー 2
ー和歌山県東牟婁郡太地町の実態調査報告(4)一
科学としてのデモグラフィー論（論）……………………………市原亮平 11-3 
＊納屋制度論(1)(資紹）．．．．．．．．．．．••….................. 市原亮平 14ー 1
一日本賃労働史の一断面ー 田中光夫
＊納屋制度論(2)(資紹） . …………………………•……………... 市原亮平 14ー 4
一日本賃労働史の一断面ー 田中光夫
ハイマン「社会政策本質論」に関する若干の考察(1)(論）……河野 稔 1ー 2
一社会政策の保守的ー革命的二重性について一
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ハイマン「社会政策本質論」に閲する若干の考察(2)(論）……河野
一社会政策と政治カ一
社会政策対象論 (I)(論）・..................................….... ・. 河野
社会政策対象論 (II)(論）…………………….....……………•河野
セリグ・パールマンの労働運動の理論に関する一考察(1)(論）小林
セリグ•パールマンの労働運動の理論に関する一考察(2)(論）小林
フェイ・コーキンス著『CIOと民主党』（資紹）……………小林
ーアメリカ労働運動研究のための三つの文献(1―
労使関係調査協会『労働運動をいかに解釈すべきか』
ジョーエル・シードマン『戦時•戦後のアメリカ労働運動』
（資紹）..................................................................... 小林
ーアメリカ労働運動研究のための三つの文献(21(31-
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描(I)(研）……………小林
ーサミュエル・ゴムパース研究のための煤書(11-
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描(II)(研）……………小林
ーサミュエル・ゴムバース研究のための覚書(21一
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描<m)<研）……………小林
ーサミ...エル・ゴムパース研究のための覚書(31-
サミュエル・ゴムバースの伝記風の素描(N)(研）……………小林
ーサミュエル・ゴムパース研究のための覚書(41―
サミュエル・ゴムパースの伝記風の素描(V)(研）……………小林
ーサミュエル・ゴムバース研究のための覚書151―
朝鮮人労働者考（研）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•••…...... ◆．．．．．．．．．．．．．．．•西岡
労働移動性と賃金（研）・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•西岡
一労働市湯論研究のための覚書一
ソシアル・ダンビング問題といわゆる日本の“低賃金“に
ついて（論）..............................................................• 西岡
アーサー・ロス編『労使関係と経済発展』（書）………………嶺
13. 統計・統計学
稔 1ー 3.4
稔 3ー 1
稔 3ー 3
英夫 10ー 5
英夫 11ー 1
英夫 11一4
英夫 12ー 1
英夫 14ー 5
英夫 14-6 
英夫 16ー 1
英夫 16-2 
英夫 17-1 
孝男 12ー 3
孝男 12ー5•6
孝男 15ー 1
学 17ー 2
いわゆる「推測統計学」における相関分析法について（研）…岩井 浩 15ー 2
経済研究における相関分析法の学説史的考察(1)(論）…………岩井 浩 16ー 3
経済研究における相関分析法の学説史的考察(2)(論）………•••岩井 浩 16ー 6
覚書「エコノメトリックスの基本的性格とその方法」（研）…高木 秀玄 1一1
R•A ・フィッシャー素描（研） .• ………………………………•高木秀玄 2ー 1
社会統計に附き纏う誤謬について(1)(論）……………………•••高木秀玄 3-4 
社会統計に附き纏う誤謬について(2)(論）……………………•••高木秀玄 4ー 2
労働の生産性測定の基本問題（論）………………………………•高木 秀玄 70記
生産費指数についての若干の考察（論）…………••……………•高木 秀玄 6ー 3
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ヒックスの物価指数理論(1)(論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..高木
ー消費者余剰と物価指数一
物価指数と需要分析の若干の問題（論）………………………•••高木
一函数論的指数理論の最近の傾向一
指数の連続性についての若干の問題(1)(論）……………………•高木
ーユー・ポー・セン教授の所説を中心にして一
指数の連続性についての若干の問題(2)(論）……………………高木
ーユー・ポー・セン教授の所説を中心にして一
ヒックスの物価指数理論(2)(論）……•….... ……………………•高木
指数の一般均衡理論（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...…, .................. 高木
物価指数算式の原型をめぐって（論）…………………………•••高木
物価指数論争史の一局面（論）・..…• • ……......... ……….. ・・・・・・・•高木
ー再び M.W.Drobischの理論を中心として一
改正「消費者物価指数」の諸問題（論）……………•…………••高木
労働需要の構造分析（論）................................................ 浜田
ー仮説の説定と予備的計測一
"An International Comparison of National Products and the 
Purchasing Power of Currencies" O.E.E.C. Paris, 1954.(書）
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秀玄 6-5 
秀玄 6ー 8
秀玄 7ー 4
秀玄 7-5 
秀玄 8-5 
秀玄 14-3 
秀玄 14-5 
秀玄 15ー 4°5°6
秀玄 17ー 2
文雅 8-5 
.............................................................................. 浜田文雅 9-1 
投入規模の経済性と操業時間との選択（論）…………………•••浜田 文雅 9-5 
企業行動の市場条件格差（産業内規模間）測定のための
一つの試み（論）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..浜田 文雅 10ー 2
14. 商業一般
G•V ュヴァルツ著 出牛正芳訳
『マーケティング理論の展隅』（紹）…………………………市川 浩平 17-1 
府品取引所格付売買の根拠（論）••………………………………•今西庄次郎 2-4 
ー商品取引所格付売買の研究(1)一
格付売買に於ける供用範囲並びに標準品（論）…………………今西庄次郎 3-3 
ー商品取引所格付売買の研究(2)一
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